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凡例




これは「改造」第七卷第六號（大正十四年六月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤植と思われるものは、断り無く訂正しました。








無產政黨の組織過程について

靑野季吉







一




　無產階級の政治行動、政黨組織に關聯して、この一二年來、日本の社會運動内部に、二つの試みが爲れたことは、誰もが氣附いてゐることである。私は先づこの二つの試みが、どれだけのことを私共に敎へたかを、考へて見やう。

　二つの試みとは何であるか？　一つは日本共產黨の努力であり、他は政治硏究會の活動である。

　日本共產黨については、圈外の私などに理解されぬ部分が多く殘されてあり、公にされた『事實』についても、どこまでが實際であり、どこまでが幽靈であるか、判斷のつきかねる點が多いが、次のことだけは大した間違ひの罪を犯すことなく、言ひ得られると思ふ。日本共產黨の努力乃至は日本の共產主義者の一致した目標は、無產者の政黨を組織する準備階段として、先づ最も『階級意識に目醒めた』勞働者及び知識分子の結合をつくつて、それの或る程度の完成を待つて、その上に、大衆的の無產政黨を組織しやうとするにあつたこと、是である。日本の共產主義者の一致した努力を、單なる地下的隱謀と云つた風に、官憲的な眼で見ない限り、又は、單なる同黨異伐といつた風に、勞働貴族的な眼で見ない限り、右の解釋はいかなる人にも容易に首肯されることであらう。すなはち、日本共產黨乃至は日本の共產主義者の一致した努力は、無產政黨組織の準備であつた。そしてそれはかなり意義のある經驗を示してくれたものである。

　政治硏究會については改めて言ふまでもない。勿論それは、無產者政黨組織の『氣運促進』といふ、敎育的意味を多分に持つたものであつて、それ自身無產者政黨にまで發展することを、必らずしも志向するものではない。しかし政治硏究會の實際の活動、それに參加する人々の闇默の意氣込みにおいては、政治硏究會をも一つの積極的な組織分子として、無產政黨の組織を完成させやうとの志向が働いてゐたことは事實であり、現在も働いてゐることは事實である。すなはち、政治硏究會の活動をもつて、無產政黨組織に關聯したところの、一つの試みと觀察してよい所以である。

　日本共產主義者の一致した努力は、ものの見事に徒勞に終つた。それが全然、官憲の壓迫によつたものであるか、それとも内部的理由に基くものか、それは穿鑿する限りではない。とにかく、先づ最も目覺めた無產階級運動の分子を、地下的に結合して、その上に、大衆的政黨を組織しやうとする、云はゞ二段の陣立は、『實際』に當面して、大きな障碍にぶつかり、何の殘すところも無く消えてしまつたといふのが、事實の示すところである。そのやうな組織經路、運動形態は、抽𧰼的には十分に肯定されるが、現在の日本の社會に持ち込んで來る時、そこに、越ゆ可からざる難關の存することが、それによつて遺憾なく證明されたと言つて差支へない。

　即ち日本の共產主義者の一致した努力の失敗が、私共に殘した敎訓は、無產者政黨組織の實際經路としては、最初から公然の行き方を選ぶ可きこと、是である。公然の行き方とは何であるか？　無產者政黨組織の第一階段からして、公然の討議と公然の一致とによつて進むことである。無產者政黨は、これを地下から浮上らせることは、尠くとも日本の現在では出來ぬ相談で、最初から地上で結集させなければならぬといふことである。

　この敎訓は、一見はなはだ平明なことのやうであるが、そしてまたそれ位のことはあの大きな犧牲を拂つてまで經驗するほどのことでないやうに見えるが、實際は必らずしもそうでない。『他の條件さへ許すならば、』階級意識に最も目覺めたものが、先づ握手結集して、次いで大衆無產者を糾合しやうとするのは、無產者運動にとつて寧ろ當然のことであつて、純理としてそれを排す可き何等の根據もないのである。そこで無產者の政治行動の最も積極的な支持者たるところの、共產主義者の一群が、やがて大衆的な公然な無產者政黨を樹立することを目標として、先づ準備的に結合することは、あつて然る可きことである。

　そしてこの行き方が重大な障害にも遭着せず、無事に無產者政黨の組織にまで生長すれば、それはまた望ましいことゝさヘ私には思はれるのである。その意味で、私は日本の共產主義者の一致した努力の失敗の經驗は、よほど意味深いことだと云つたのである。

　無產者政黨組織に關聯しての、日本の解放運動の第一の經驗は、それが『公然』でないと云ふ形態のゆえに、失敗に歸せざるを得なかつた。




二




　そこで次に來たものは、『公然』の形態をとつたものである。それは言ふまでもなく、政治硏究會の發生と活動である。政治硏究會は勿論、日本共產黨の相繼者ではない。しかしその與へた經驗から學ぶところ大であつたことは、爭へない。『公然の討議』といふ形態をとつて、政治硏究會が先づ誕生したことは、この間の消息を語る最有力なものでなければならぬ。

　約一ケ年半にわたる政治硏究會の活動は、私共に、何を示したか？

　政治硏究會が、『無產者政黨組織の氣運促進』といふ活動の範圍より一步を出でて、實際に政黨組織の準備的行動を、積極的に働き出さうとすれば、そこにまた一つの大きな難關に逢着せざるを得なかつたこと、是である。その難關とは何であるか？　當然無產者政黨の中心體たる可き無產者の集團即ち組合が、容易に、その準備的行動に參加せぬ乃至は參加するところまで進んで居らぬといふ事實から來る困難である。現在の政治硏究會が、この大きな難關に逢着して、行動上の『一つの惱みの時期』にあることは、爭ふことの出來ぬ事實である。

　この難關に逢着したことをもつて、政治硏究會の活動上の缺陷から來たものとする人も見受けられるが、私は必らずしも、そうは思はない。その無經驗、その準備不足の故に、政治硏究會の活動に多くの缺陷のあつたことは、これを認めねばならぬ。しかし右に指摘した難關は、その根據を全然そこに持つものと見ることは出來ぬ。たとへば、現在の政治硏究會でなく、別異の政治硏究會が設立されてあるとして、そして現在の政治硏究會の持つてゐるより、ヨリ尠き缺陷しか持つてゐないとして、それで果して右の難關に逢着せずにすんで居たかと云ふに、必らずしもそうでない。現在の政治硏究會と同程度乃至は、ヨリ尠い程度にしろ、同じ難關に逢着したであらうことは、容易に推測し得るところである。

　つまりその難關の根據は、全然乃至ヨリ多く、組合運動の内部に潜むといふことになるのである。

　そこで無產者政黨の組織に關聯して、政治硏究會が與へた多くの經驗——それを一一こゝに指摘しないが——を要約して見ると、政治硏究會の如き形態と手續と活動を持つた準備をもつてしては、幾分でも望しい要素を具へた無產者政黨を組織することは、當面において可成り困難である。そう云ふ準備のまゝの、モウ一つ手前の相當に手數のかゝる準備が果されずに殘つてゐる間は、所詮政治硏究會の如き形態と活動とを持つた準備が、實を結ぶことは出來ない、といふことである。そして、當分の間はその如き集團は、『氣運促進的』意義を、能ふ限り發揮してゐるより外はない、といふことである。

　政治硏究會が私共に示してくれたこの事實は、もとより意外なものではない。意外なものではないが、尠くとも豫想してゐたよりも根の張つたものである。それは、直接の無產者政黨の組織準備よりは、モウ一つ手前に仕殘された大きなものがある。それを果さない中に、無產者政黨の組織に着手すれば、そこに產れ出るものは、月足らずか不具でしかあり得ない、先づこの準備を完成す可きだと痛感せしめたほど、强く根の張つたものであつた。

　しかもそれは私共にとつては、一つの『發見』に相違ないが實際の組合運動においては、一つの『必然』である。現在、日本の組合運動において、いかなることが行はれてゐるか、それを一瞥しただけでも明白である。組合運動が、政黨組織のために積極的に働き出すためには、その内部的の整理と統一が、ある程度まで完成されなければならぬのは云ふまでもない。内部の未整理と、未統一の意識が引かゝつてゐる間は、その積極的働きかけの出來ぬことは當然で、現在、組合運動内に現はれてゐる大小諸の現𧰼は、この『必然』を反映したものに外ならない（「改造」三月號拙文「最近の傾向と近き將來」參照）

　現在の組合運動の内部には、『全國的聯合』といふ要求と、例へば『總同盟の分裂的傾向』といふ事實と、二つの一見矛盾した現𧰼がある。しかもその二つの現𧰼が、決して矛盾したものでないことは、右の私の觀察點からすれば容易に觀取し得られると思ふ。これ平らたく云へば、無產階級運動はいまや全國的に聯合乃至合同す可き、社會的經濟的の必要に迫られてゐる。どうしてもそれへ進まねばならぬ。しかしそれをするに現在の拘束力や障害を取除いて先づ地ならし的整理を果さねばならぬと云ふのがその矛盾せる如き二つの現𧰼を產む所以である。しかもこの全國的の聯合乃至合同を完成せねばならぬとの要求を裏付ける有力な要素は、實に政治爭鬪、政黨組織の要求に外ならぬのである。

　政治硏究會の逢着した難關は、その難關の因を爲す要素それ自身が、現にそれが取除きに努力してゐるものである。されば無產政黨組織の實際の進行が、この努力の進展にかゝること大なるは言ふまでもないことである。




三




　そこで私の見解からすると、日本における無產者政黨は、その中心體たる可き組合運動に於て、或程度の整理と統一とが完成されない以上、とうていその樹立を見ることは六つかしいと云ふことになる。然らばその整理と統一とを見るの期は何時であり、いかなる手續によつてゞあるか？

　これを予見することは困難である。不可能でさへある。こんにちまでその材料がとゝのはぬからである。すなはち全國的聯合乃至合同の要求は、漠然たる要求としてかなりに强いやうであるが、他方その有力なる中心として目安をおいて考ふ可き日本勞働總同盟の分裂的傾向は、果してどこまで進展して、他の諸の組合といかなる關係が、新らたに樹立されるか、いまのところ予見を許さぬからである。更に言ひ換へれば、（一）總同盟の幹部派と刷進派とが何らかの形で妥協がついて、一致して總聯台へ進むことゝなるか、（二）幹部派と刷進派とが、各々其の勢力を率ゐて完全に分裂し各々總聯合の標語の下に、比較的思想傾向を同うする組合を聯合して、事實上、二個の總聯合——一見フランスのそれに似たか——が出來上るか、（三）それとも總同盟が分裂し、他の有力なる組合の提唱主動の下に、全國的の何等かの形の總聯合が完成されるか、それを予見し得るまでに事情が展開しておらぬからである。

　さればかゝる形勢の上に立つて、日本の無產者政黨が、いかなる手續を執つて組織されるか、組織されねばならぬかを說くことは、ほとんど無駄と云つてよいであらう。實際、こゝしばらくのところは、組合運動の整理と統一の成り行きに注意を拂つてゐるより外はないのである。政治硏究會の如き團體にしても、かゝる際に、おほよそのところに見當をつけて、政黨組織の方へ無理な事情を引寄せて行かうとすれば、せつかく或程度徹底した整理と統一の行はれるものを、中途半端に終らせるの罪を犯さないとも限らない。

　かう見て來ると、無產者政黨の組織は、前途遼遠のやうな感を與へぬでもない。しかしそれは必ずしもそうではない。組合方面のそうした整理と統一も、余り遠からぬ時期において、何らかの結實の第一階段になる可きは、予想するに難くない。そうしてその結實程度に應じて、政黨組織の前途が次第に明瞭となつて行くことは、これまた容易に推測されることである。

　と言ふのは現在の組合運動において、先づ内部の整理を、次いで全國的の統一を、更に次いで政黨組織の準備を、と云つた具合で、階段的に事が行はれてゐるのでなく、今日までに、或部分に於ては一二年來、政治行動、政黨組織の準備硏究が、寄り寄りなされてゐるのだからである。すなはち右の整理と、統一と、政黨組織とは、同時性を帶びた進行を示しておるからである。

　　　　×　　　　×　　　　×

　私はいまゝで多少樂觀的な見方をして來たかも知れぬ。私自身の要求を透して、その要求を光明づける事實の方を、誇張して考へて來たかも知れぬ。そこで飜つて、多少はその兆候も認められぬでもない前途を考へておく心要がある。

　それは組合の整理も統一も、何ほどの程度にも完成されないで、一足飛びに無產政黨が樹立される場合である。それは（一）何等かの比較的大勢力を有する組合が單獨に、無產政黨を樹立するか、（二）政治硏究會には第二、第三の政治硏究會がこれも單獨に政黨組織に着手するか、（三）二三の近接せる組合がそれだけでか、又は政治硏究會ごときを混へて、政黨を組織するか、その何れかの場合である。この手續をとつての政黨組織は、組織過程としては、『理想的』な場合から見ると、お話にならぬほど容易であるだけに、ある單純な動機でこの手續が採用される可能性は、十分にあると見なければならぬ。それは私の前に說いた組合運動の中に闇默の中に動いてゐる志向とは、よほど懸け離れたものであるが、しかしその手續が一度び採られれば、無產政黨の組織、その政黨の質に大きな影響を及ぼすことは爭はれない。そしてその影響も、決してよい結果を產む性質のものでないことは十分な理由をもつて言へると思ふ。

　この行き方は、無產政黨の組織における機會主義であるが、事賞、諸外國のそれはこの道順をとつたものであつて、それ以外の『理想的』な行き方に、始終するのは、現實的でないとする人も見受けられる。それほど、この過程をとつて、無產者政黨が組織され始める可能が多いと云つてよい。




四




　ある單純な機會で、事實がどのやうな形で產み出されやうと、それは必らずしも問題ではない。十分に可能性のある一定の目標の下に、それが現實の條件の充實をはかることが、最も肝要なことでなければならぬ。特に機會迎合的な、日和見的な行き方にそれは易く、最近諸種の刺戟によって一層、その傾向を强くしてゐるところの、日本の解放運動に於いては、なほ更である。

　そこで望ましい要素を具へた無產政黨を產み出すためには、先づ第一に、そう云ふ機會主義的な行き方を、極力排さねばならぬ。云ひ換へると、政黨組織そのことをのみ急ぐところの、一種の心理の芥除につとめなければならぬ。しかしこの事は、何も、その單獨乃至小聯合に於ける、それそれの準備的硏究や活動を、緩慢にしておいてよいと云ふことを意味するものではない。寧ろその寄り寄りの硏究なり、活動なりは、その程度範圍を越えることなくして、最强度に爲されねばならぬ。これが爲されぬ限りは、『理想的』な行き方の進展の見ないことは、曩に說明したところから明らかである。

　第二には政黨組織に關する働きかけが、同時に、組合運動の全國的聯合乃至合同を促進するごとく行はれねばならぬこと、これである。即ち、無產者政黨は決して、普通選舉の笛で、いきなり踊り出す道化ではなく、その組織と體制とを具へて、拔本的な目標をもつて、動き出すところの無產者の政治的組織であるが故に、無產者政黨の組織即無產者の政治鬪爭的編成であるといふ點を、政黨組織に關する働きかけ、又は『氣運促進』の重心とすることである。

　第三に、かくして政黨組織そのことをあせらぬことである。この場合のあせらぬといふのは、第一の場合とはその方面が異ふ。即ちあせつて、無理に何等かの無產者の基礎的組織らしいものを造つて、その上に政黨を組織することをもつて滿足してはならぬといふのである。

　およそこれらの準備があれば、多分に機會主義にさそはれる危險を避けることが出來、多分に望ましい要素を具へた無產者政黨が產み出され得ると、私は信ずる。

　　　　×　　　　×　　　　×

　普通選擧の實施にともなつて、ほとんど同時的に聯想されることは、無產者の政治的勢力の擡頭である。旣成政黨の領袖らの言葉や、新聞の論調などにも、その擡頭の必然を說き、寧ろそれを歡迎するやうな口吻さへ見える。そしてその場合、無產者政黨の出現によつて齎らされる政治上の効果を、『政治の一新』といふ言葉で表はすのが、習慣のやうになつてゐる。

　なるほど作用の方面から見れば、それは『政治に一脈の新生氣』を吹き入れることにも、『結局更始一新』することにもなるであらう。そして、またその限りにおいて、それらの人々が現在の政治の倦怠した空氣のなかへ、無產者政黨を迎へとることに、或る種の歡迎の氣持をもつことも考へられぬことはない。

　しかし無產者の政黨は、ブルジヨアジーの政治を一新させ、それに新生氣を吹入れるために、迎へられて登場する一座ではない。無產者階級を止揚することによつて、階級社會そのものの止揚せんとする歷史的任務を果すために、政治的鬪爭の最後までの陣容をとゝのえるのが、無產者政黨の組織である。その意味において『政治一新』的の方面は、必らずしも考慮するを要しないし、差詰めその即効を誇り得ないとも微塵も差支へはない。それよりも初發から無產政黨が、その歷史的任務を果すに値するところの、基礎的組織に着手しなかつたら、それこそ常に河童の河流れの危險に、曝らされなければならぬ。

　ブルジヨアジーの口吻につられて、『政治一新』的方面に力點をおくことと同時に、同じく排す可きは、政黨組織の時期は社會的の空氣に乘つて、最も期待された時でなければならぬとする考へ方である。無產者政黨が出現してもいい頃だと期待された時に、その看板を擧げることは、或は世の喝采を博す所以であるかも知れぬ。しかし無產者政黨が河童の河流に終つた時も、同じく世は喝采するかも知れぬ。さう云ふ外的な條件でなくて、無產階級の内的な條件の充實を常に目的にして進まねばならぬ。私はこの考へ方からすれば、無產政黨の組織は、或は『時期を失した』頃に行はれることになるかも知れぬ。しかしそれが内的な條件の充實を待つてのことであれば、一向差支へのないことである。

『普選の實施』に囚れ、『旣成政黨の活動に』囚れることは、大きな錯誤を犯す導因となり易いと思ふ。（五　八）
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